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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する説明 

当第 1四半期累計期間におけるわが国経済は、円高や新興国経済の減速により輸出は伸び悩み企業
収益は悪化、個人消費・生産は横ばい、設備投資は回復ペースが鈍化するなど、景気は足踏み状態が
続いております。欧州経済は持ち直しの動きが弱まり、米国経済は成長が鈍化、新興国では減速の動
きが強まりました。中国経済減速による影響、原油価格動向、テロ・難民・紛争等地政学上の問題に
加え、英国の EU離脱ショックもあり、下振れリスクが高まっております。 
 
私どもの業界は、日本では、復旧復興・防災減災・インフラ老朽化対策・民間建設投資等により基

調は堅調に推移するなか、地域・顧客により稼働にばらつきが見られ、まだら模様の展開を示してお
ります。海外では、欧州が増加、北米・東南アジア・中東は減少し、全体として需要は減少しました。 
 
日本向け売上高は、高所作業車が増加したものの、建設用クレーン・車両搭載型クレーンが減少し、

198億 2百万円（前年同期比 95.0％）となりました。海外向け売上高は、需要低下傾向が強まるなか、
プラント・インフラ関連需要の取り込みに加え、新モデルの投入・新規顧客の開拓に注力し、221億 8
千 4百万円（前年同期比 91.2％）となりました。この結果、総売上高は 419 億 8千 7百万円（前年同
期比 92.9％）となりました。なお、海外売上高比率は 52.8％となりました。 

売上減少や為替影響等により、営業利益は 57億 8千 8百万円（前年同期比 84.8％）、経常利益は 56
億 7千万円（前年同期比 82.9％）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、40億 1百万
円（前年同期比 84.4％）となりました。 

 

セグメント別の状況は次のとおりです。なお、セグメント別とは、当社及び連結対象子会社の所在地
別の売上高・営業利益であり、仕向地別売上高とは異なります。 

１）日本 

高所作業車の売上が増加したものの、建設用クレーン・車両搭載型クレーンが減少し、売上高
は 304億 9千 6百万円（前年同期比 85.5％）となり、営業利益は 44億 2千万円（前年同期比 71.2％）
となりました。 

 

２）欧州 

欧州域内の建設用クレーン売上は横ばいでしたが、欧州域外の売上減少により、売上高は 83
億 9千 7百万円（前年同期比 91.9％）となり、営業利益は 2億 2千 1百万円（前年同期比 103.9％）
となりました。 

 

３）米州 

建設用クレーン需要が減少するなか、新規顧客の開拓など拡販に注力したものの、売上高は 77
億 8千 5百万円（前年同期比 89.0％）となり、営業利益は 2億 7千 5百万円（前年同期比 37.2％）
となりました。 

 

４）その他 

建設用クレーン需要が減少するなか、拡販に注力し、売上高は 45 億 7 千万円（前年同期比
117.3％）となり、営業利益は 1億 8千 8百万円（前年同期比 86.8％）となりました。 
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主要品目別の状況は次のとおりです。 

１）建設用クレーン 

日本向け売上は、需要が減少するなか、拡販に注力したものの、76億 2千 2百万円（前年同期
比 79.9％）となりました。 
海外向け売上は、需要が減少するなか、プラント・インフラ関連需要の取り込みに加え、新モ

デルの投入・新規顧客の開拓に注力し、193億 9千 2百万円（前年同期比 93.0％）となりました。 
この結果、建設用クレーンの売上高は 270億 1千 4百万円（前年同期比 88.9％）となりました。 

 

２）車両搭載型クレーン 

日本向け売上は、需要が減少するなか、拡販に注力し、40億 9百万円（前年同期比 96.1％）と
なりました。 
海外向け売上は、新興国向けの販売に注力したものの、2億 4千 9百万円（前年同期比 91.1％）

となりました。 
この結果、車両搭載型クレーンの売上高は 42億 5千 9百万円（前年同期比 95.8％）となりまし

た。 
 

３）高所作業車 

インフラ点検用途のニーズを背景に好調なレンタル業界に加え、電力電工業界の設備投資もあ
り、高所作業車の売上高は 44億 2千 3百万円（前年同期比 134.7％）となりました。 
 

４）その他 

部品、修理、中古車等のその他の売上高は 62 億 8 千 9 百万円（前年同期比 89.2％）となりま
した。 

 
 

（２）連結財政状態に関する説明 

資産、負債及び純資産の状況に関する分析 

（資産の状況） 
総資産は、前連結会計年度末に比べ 30 億 1 千 8 百万円減少の 2,323 億 8 千 2 百万円となりまし

た。主な要因は、たな卸資産の増加 91億 8百万円があったものの、現金及び預金の減少 43億 3千
7百万円、受取手形及び売掛金の減少 56億 3千 6百万円、繰延税金資産（流動資産）の減少 9億 3
千 6百万円や投資有価証券の減少 5億 6千 5百万円があったことによるものです。 

 

（負債の状況） 
負債は、前連結会計年度末に比べ 35 億 2 千 7 百万円減少の 970 億 7 千 6 百万円となりました。

主な要因は、支払手形及び買掛金の増加 19 億 2 千 3 百万円があったものの、未払法人税等の減少
47 億 7千 7百万円があったことによるものです。 

 

（純資産の状況） 
純資産は、前連結会計年度末に比べ 5億 9百万円増加の 1,353 億 6百万円となりました。主な要

因は、為替換算調整勘定の減少 14 億 8 千 7 百万円があったものの、利益剰余金の増加 23 億 5 千 5
百万円があったことによるものです。 

 

（３）連結業績予想に関する説明 
平成 28年 4月 28日付けの業績予想は変更しておりません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１） 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 
該当事項はありません。 
 

（２） 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 
該当事項はありません。 
 

（３） 会計方針の変更･会計上の見積りの変更･修正再表示 
該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 73,618 69,280

受取手形及び売掛金 51,143 45,506

商品及び製品 24,404 30,333

仕掛品 18,118 20,038

原材料及び貯蔵品 10,499 11,757

繰延税金資産 4,217 3,280

その他 3,626 3,276

貸倒引当金 △144 △149

流動資産合計 185,483 183,326

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 11,819 12,242

機械装置及び運搬具（純額） 2,909 2,826

土地 20,176 20,133

リース資産（純額） 534 584

建設仮勘定 1,473 764

その他（純額） 2,067 2,102

有形固定資産合計 38,982 38,654

無形固定資産 1,187 1,086

投資その他の資産

投資有価証券 5,407 4,841

繰延税金資産 2,677 2,859

その他 2,513 2,446

貸倒引当金 △851 △832

投資その他の資産合計 9,747 9,315

固定資産合計 49,917 49,056

資産合計 235,400 232,382
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 35,845 37,768

短期借入金 16,210 16,606

リース債務 233 243

未払法人税等 5,523 745

引当金 1,756 1,698

未払金 5,014 4,419

割賦利益繰延 207 171

その他 5,239 4,919

流動負債合計 70,028 66,574

固定負債

社債 10,000 10,000

長期借入金 10,023 10,022

リース債務 402 433

繰延税金負債 166 154

再評価に係る繰延税金負債 2,109 2,109

退職給付に係る負債 7,322 7,210

その他 550 572

固定負債合計 30,575 30,502

負債合計 100,603 97,076

純資産の部

株主資本

資本金 13,021 13,021

資本剰余金 16,850 16,850

利益剰余金 105,960 108,315

自己株式 △2,642 △2,642

株主資本合計 133,190 135,545

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 850 452

土地再評価差額金 1,228 1,228

為替換算調整勘定 △112 △1,599

退職給付に係る調整累計額 △942 △905

その他の包括利益累計額合計 1,024 △824

非支配株主持分 582 585

純資産合計 134,796 135,306

負債純資産合計 235,400 232,382
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 45,176 41,987

売上原価 30,977 28,786

割賦販売利益繰延前売上総利益 14,199 13,200

割賦販売未実現利益戻入額 57 69

割賦販売未実現利益繰入額 93 33

売上総利益 14,163 13,236

販売費及び一般管理費 7,339 7,448

営業利益 6,823 5,788

営業外収益

受取利息 44 44

割賦販売受取利息 1 0

受取配当金 75 67

その他 48 64

営業外収益合計 169 177

営業外費用

支払利息 109 108

為替差損 28 176

その他 14 10

営業外費用合計 152 295

経常利益 6,840 5,670

特別利益

固定資産売却益 1 0

特別利益合計 1 0

特別損失

固定資産除売却損 12 56

関係会社清算損 12 -

特別損失合計 25 56

税金等調整前四半期純利益 6,816 5,615

法人税、住民税及び事業税 1,675 707

法人税等調整額 377 886

法人税等合計 2,052 1,594

四半期純利益 4,763 4,020

非支配株主に帰属する四半期純利益 21 19

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,741 4,001
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 4,763 4,020

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 439 △397

為替換算調整勘定 △2,077 △1,504

退職給付に係る調整額 31 36

その他の包括利益合計 △1,606 △1,865

四半期包括利益 3,157 2,155

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,154 2,152

非支配株主に係る四半期包括利益 2 2
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 
 

（４）セグメント情報等 

  （セグメント情報） 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成 27年 4月 1日 至 平成 27年 6月 30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

そ の 他 

(注 1) 
合 計 

調 整 額 

(注 2) 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注 3) 
日 本 欧 州 米 州 計 

売 上 高  

外 部 顧 客 へ の 売 上 高  

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 

 

26,541 

9,141 

 

6,104 

3,037 

 

8,724 

20 

 

41,370 

12,199 

 

3,806 

89 

 

45,176 

12,288 

 

－ 

△12,288 

 

45,176 

－ 

計 35,682 9,141 8,745 53,570 3,895 57,465 △12,288 45,176 

セ グ メ ン ト 利 益  6,209 212 738 7,160 217 7,378 △554 6,823 

（注）1. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、アジア及びオセアニア等の現地法人の事

業活動を含んでおります。 

   2. セグメント利益の調整額は、セグメント間未実現利益消去△555百万円が含まれております。 

3. セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

  該当事項はありません。 

（のれんの金額の重要な変動） 

  重要な変動はありません。 

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。 
 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成 28年 4月 1日 至 平成 28年 6月 30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：百万円） 

 報告セグメント 

そ の 他 

(注 1) 
合 計 

調 整 額 

(注 2) 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注 3) 
日 本 欧 州 米 州 計 

売 上 高  

外 部 顧 客 へ の 売 上 高  

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 

 

24,067 

6,428 

 

5,694 

2,702 

 

7,769 

16 

 

37,531 

9,147 

 

4,455 

114 

 

41,987 

9,262 

 

－ 

△9,262 

 

41,987 

－ 

計 30,496 8,397 7,785 46,679 4,570 51,249 △9,262 41,987 

セ グ メ ン ト 利 益  4,420 221 275 4,916 188 5,105 682 5,788 

（注）1. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、アジア及びオセアニア等の現地法人の事

業活動を含んでおります。 

   2. セグメント利益の調整額には、セグメント間未実現利益消去 673百万円が含まれております。 

3. セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

  該当事項はありません。 

（のれんの金額の重要な変動） 

  重要な変動はありません。 

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。 
 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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